










迷走神経の最重要パラメータは RMSSD（短時間の心拍間隔の揺らぎ）



遠心性（Efferent）：脳からの指令を末梢機関
（心臓、気管、消化器）へ送信。

求心性（Afferent）：空腹や炎症など、各器官で
知覚された末梢データを脳へフィードバック。









脳（CPU)：ブレインフォグ、めまい、感情・認知の低下









年代より。外科的電極埋め込み手術が必要。てんかん等に適用。1980

1980年代より。外科的電極埋め込み
手術が必要。てんかん等に適用。
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：二重盲検 により、 が認知能力を優位に改善することが実証されたEvidence RCT taVNS

Evidence：二重盲検RCTにより、taVNSが認知能力
を優位に改善することが実証された

Application 2：うつ病（Depression）

Evidence：治療抵抗性のうつ病において、不安、睡眠障害、
絶望症状を大幅に軽減。

Application 3：自閉症スペクトラム症（ASD)

Evidence：中核症状の緩和に加え、てんかんや
不安などの併存疾患も緩和する有望なメソッド。



（耳介 下部脳幹）→

（耳介→下部脳幹）

耳の迷走神経を刺激し、下部脳幹にある
三叉神経核と孤束核（NTS)をアクティベート
。

（大脳皮質へのノルアドレナリン）
青斑核がノルアドレナリンを分泌し、脳全体の
活動レベルとシナプス可塑性をブースト。

（下部脳幹→上部脳幹）

信号が上部脳幹の「青斑核」と「縫線核」に
到達し、システム全体をスタンバイ状態にする。

（辺縁系へのセロトニン）
縫線核がセロトニンを分泌し、前頭葉や辺縁系
（偏桃体など）の情動やストレス応答を最適化。



Concept:大脳（CPU)を直接ハッキング・再起
動する最も安全なポートは「耳」にある。

Mechanism:外耳道・耳介に広く分布する
迷走神経の感覚枝に微弱な電流（1～30bHz, 
4～6mA)を流すことで、非侵襲的に脳幹へ
ダイレクトにアクセスする。

Advantage:心拍や血圧への副作用がなく、
安全かつ低コストで脳の深部を書き換える
次世代のアプローチ













．深部浸透（ 波長）：近赤外光が脳などの 　　組織深部までエネルギーを到達させる。1 810nm

1．深部浸透（810nm波長）：近赤外光が脳などの
組織深部までエネルギーを到達させる。



作用機序

未知数・感染リスク等の懸念

非常に高額・侵襲的(注射・点滴） 低コスト・非侵襲的(ウェアラブル)

生体 （神経・ミトコンドリア）の根本制御OS

生体OS（神経・ミトコンドリア）の根本制御



美容医療の枠を超え、生体 の最適化はあらゆるパフォーマンスの向上の基礎となる。OS

美容医療の枠を超え、生体OSの最適化はあらゆるパフォーマンスの向上の基礎となる。
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真に効果的で安全な美容内科医療の構築を目指して。



EBMに基づく真に効果的で安全な美容内科医療の構築

表面的な対症治療（ハードウェアの修理）から、
根本的な生体機能の最適化（ のアップデート）へ。OS

表面的な対症治療（ハードウェアの修理）から、
根本的な生体機能の最適化（OSのアップデート）へ。

HRVによる正確な自律神経の診断と、TaVNS（経
皮迷走神経刺激）による革新的な介入。

炎症を抑え、臓器を癒し、脳をクリアに保つ。
迷走神経のハッキングこそが、未来の医療と 
ハイパフォーマンスの鍵となる。
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